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｜ はじめに

ZVle亜"α"tq/W"雌〃Hα"!はAnneBronteの第二作である。ところで姉のCharlotte

は、Anneの第一作Ag7ZeSG7eyの第2版が決定した時に次のような手紙を書いている。

"WildfellHall" ithardlyappearstomedesirabletopreserve . . . The

choiceofsubjectinthatworkisamistake: itwastoolittleconsonant

withthecharacter,tastes,andideasofthegentle,retiring,inexperienced

Writer.2

これはAnneがme姥刀α"tの第2版の序文に、

Myobject inwritingthe followingpageswasnot simplytoamuse the

Reader;neitherwasittogratifymyowntaste,notyettoingratiatemyself

withthePressandthePublic: Iwishedtotellthetruth,fortruthalways

conveysitsownmoraltothosewhoareabletoreceiveit . ． . . profligate

companionslhavehereintroduced, areaspecimenofthecommonpractices

ofsociety-thecase isanextremeone, ． ． . iflhavewarnedonerash
3

youthfromfollowingintheirsteps . . .

と自分の執筆態度を表明したことに対するものだと判断できる｡Anneの言葉からは真蟄な

態度が姿が浮かびあがるが、彼女の語る「真実」とは何なのか。「放蕩仲間と哀れなろくで

なし」とは誰なのか。CharlotteはフィクションであるTWe姥"α"tをリアリズム小説だと捉

えたことから引用2の手紙を書くことになったのであるが、CharlotteBronteという作家
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としてのものなのか、姉としてのものなのか迷う部分もある。姉としてのものであると判断

する方が自然である。それはブロンテ家の恥部である唯一の男子Branwellを，主人公であ

るHelenHuntingdonの結婚生活を破綻に導いたArthurHuntingdonと彼の悪友たちの姿を

坊佛させているからである｡4 しかし， もう一つ考えられることがある。それはt/n"e酌Fe

をはじめとしてCharlotteの作品が父権制に縛られていたからである｡5 Charlotteはビクト

リア朝社会を揺るがす女性の自立を宣言したc血"e助ﾉ花で女流作家としての地位を不動のも

のとしたが、作品は父権制に縛られ、結末は当時の女性が夢見た結婚を人生最高の時5とし

て描いている。これは父権制に屈したからである。それに対して蛾e亜"α"tは、一言で表

わすと、母権制の作品である。であるからこそ、CharlotteはAnneのTWe亜"α"tに対し、

異を唱えたと考えられる。この「母権制」に関して小論を進めていくことでビクトリア朝父

権制との関係を探究する。

2 登場人物と母権制

(1)Helenの場合

ヒロインのHelenHuntingdonから検証していく。彼女は成長過程において、Charlotteの

ヒロインたちと同様に親不在の子供として登場する。ただCharlotteのヒロインたちと異な

り、資産家で大変人望厚く、彼女を自分の子供として愛情を注ぐMaxwell夫妻を保護者とし

て美しく成長し、しかも性格的にも大変好感を持てるレディとして成長した。 しかし幼少時

の生活が全く描写されていない。それがHelenを不可思議な人物と捉えさせる効果をもたら

しているともいえる。つまりHelenの幼少時の過程を描かなかったことは、本名を隠して

WildfellHallに住む正体不明のMrs.GrahRmという未亡人の姿をより強調するための手法

だったとも考えられる。

ところで恥e亜"α"tの主題はHelenを中心とした結婚であるが、Charlotteのヒロインた

ちが歩んだ苦労の道6とは異なっている。それは、Maxwell夫妻が姪に幸せな結婚をさせる

ために熱心に相手捜しをしたことである。夫妻の行動はビクトリア朝の保護者として常識で

ある。ところがHelenが選んだArthurHuntingdonには良くない噂が広がっていた。当然、

特にMaxwell夫人は彼を警戒し、少々、年はいっているが朴衲としたMr.Boarhamを姪の結

婚相手として選ぶ。ところが「家庭の天使」予備軍として育てられたはずのHelenは、自分

の判断力と人間改造に必要な能力を過信し、Maxwell夫人の助言に耳を貸さない。自我の強

い彼女の性格が結婚生活の可否を想像させる筋立てになり、「結婚」が作品を構成する柱と

なっている。このプロセスはCharlotteの女性の自立胄言以上に、新しい女性の生き方の見

本であり、「ウーマン・リブの最初の声明書（マニフェスト)｣7とも言われている。結果と

してHelenはMaxwell夫人の人を見る眼に遠く及ばなかったことがArthurとの結婚に失敗し

たことで明白となるが、それでもAnneが描いた女の生き方と能力にはCharlotteを超えるも

のがあることを納得させてくれる。

Helenの人生をもう少し詳細に見ておく。彼女が自分の能力を過信したと上述したが、そ

の点についてである。Arthurとの結婚で、自分の人を見る眼がなかったという事実は、一
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粒種のArthurに与える悪い影響によって決定的なものとなる。また夫とAnnabellaWilmot

との情事はHelenにとって苦悩であるが、それ以上に母親としての立場がこの結婚生活を自

らの意志で破局へと向かわせる。たとえ夫が結婚生活を維持できない状況を作った元凶であっ

ても、結婚すれば夫に従うものという時代的風潮の中で、妻の苦悩は認識されることすらな

いのが常識であった。つまり結婚前は父親の下、結婚後は夫に従うことが強要されていた。

その中で母親としての意識が、妻という立場をも超えたということ自体が父権制に楯突いた

人生を選択し、反社会的の生き方を選択したこととなり、そこに強靱な人間としての姿勢が

表れている。

. ..iflhatethesinsllovethesinner,andwoulddomuchforhis

salvation...(119)

と、自分の力でArthurを改造することができるという自惚れが、結婚によって

IcannotshutmyeyestoArthur'sfaults; andthemore l trustedso, is,

I fear, lesswarmandgenerousthanl thought it． (147)

. ..iflhadknownhiminthebeginningasthoroughlyasldonow,I

probablynevershouldhavelovedhim...Iwaswilfullyblind. . ． (161)

と変化する。自己過信にやっと気づいたのである。にもかかわらずHelenは世の女性たち同

様Arthurとの結婚生活を続行する。その中で唯一の救いは、 "Ishouldliketobelessofa

petandmoreofafriend. '' (161) と語る彼女の強さである。自分を客観的に分析できる

精神状態でいられたことは、結婚という父権制社会の中で自分を見失うことなく生きる力を

有していたのである。 (|myheartwasnothisslave'' (167) というHelenの叫びは父権制

社会への抵抗である。一方、Arthurの女性観(@firstofwoman'svirtues'' (176)は認

"Iwon'tbedictatedtobyawoman,thoughshebemywife." (187) という典型的

な父権制社会の夫であった。

. . . his ideaofawife isathingtoloveonedevotedlyandtostayathome-

towaituponherhusband, andamusehimandministertohiscomfort inevery

possibleway,whhilehechoosestostaywithher; and,whenheisabsent, toat-

tendtohis interests, domesticorotherwise, andpatientlywaithis return; no

matterhowhemaybeoccupiedinthemeantime. (191)

この男に屈せずにいられたことは、Helenの強靱な精神力が21世紀の人間からも十分喝采で

きる価値ある思想の持ち主であったことを証明してくれる。彼女にこの精神力を維持させた

のは愛息Arthurに対する母権である。
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Ihadmydarling, sinless, inoffenSivelittleonetoconsoleme . . . (193)

Ihopetosavehimfromonedegradingviceat least. (19)

[willleadhimbythehand...tillhehasstrengthtogoalone...(20)

母としてのHelenの愛が、 "myonlytreasure'' (17)である我が子を夫から離すための逃避

を成功させた。彼女は息子と家政婦のRachelを伴い、二度目でHuntingdonからの脱出に成

功した。人間性に欠ける遊び人である夫Arthurから息子Arthurを遠ざけることが、母とし

ての義務であると考えたのである。当時では無謀ともいえる行動である。夫からの逃避を行

動に移すことなど、当時の女性だけでなく、父権を持つ男性ももちろん想像だにしないもの

であった。ところがHelenは最初の失敗にもめげず再度果敢に挑戦した。 これこそ母の力。母

性の勇気ある行動である。母性が父権を打破したのである。成功した彼女はWildfellHall

に隠遁し、生活の糧を得るため絵を売って生活費の一部に当てるが、自分の才能を活かすと

いう考えも当時の女性に許されるものではない。自分の才能で自立することは、 JaneEyre

をはじめとしてCharlotteのヒロインたちに共通している。Anneの処女作Ag"gsG"yのヒ

ロインの姉Maryも絵を売って家の再建の手助けをする。Helenもブロンテ姉妹の多くのヒ

ロインと同様、自立を目指す父権への対抗馬である。

次にHelenの再婚に至る人生を辿ってみる｡Helenという人物は作品中に全てが描かれて

いるわけではない。推察すると少女時代はHelenLawrence、結婚してHelenHungtingdon、

別居中はHelenGraham、再婚でHelenMarkhamという人生変遷を経験している。彼女は

自分の意志で相手を選び、そこで挫折し、再度自分の意志でやり直しすという道を選んだが、

これは父権制の時代の中では大変希有なものである。彼女の場合、背景に財産と階級の二つ

を保持していたという事実が、正直に自分の生きる道を進むことを可能にした。一般女性が

彼女のような結婚を選択をすることは考えにくい。二つの背景を持っていたからこそ父権制

社会にあって、その対極にある母権制を生きることが可能となったのである。

Myfatherhasentirelygivenmeuptotheircare. Ihaveneverseenhim

sincedearmammadiedwhenlwasaverylittlegirl...(138)

詳細な描写はないが、父と生別したHelenには潜在的に亡き母に対する強い思いがあったに

違いないし、父への悪意や憎悪が潜在的に存在していた。 "myunfortunatefather"(289)、

これがHelenのトラウマとなっている。彼はアルコールで身を持ち崩し、Helenに父権制に

反する生き方を助長させたのである。彼女が再婚者として選んだ相手は父権制の中で育ち、

父の死によって自ら父権を担う立場でありながら、母という母権でありながら父権を有する

権力者から離脱するきっかけをHelenとの恋愛に見いだした男性である。 しかもこの結婚相

手は自ら父権制の中で生きるという姿勢が希薄であり、結果、Helenからの求愛に応じるこ
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ととなった｡HelenはArthurという人間的に否定される夫から逃れ、自らが父権を演じるこ

とのできる相手と再婚することとなった。彼女の言葉がそれを証明してくれる。

mymarriageistopleasemyselfalone...(386)

この言葉は最初の結婚の時には伯母の対して発せられたであろうが、今回は自分の相手に対

して毅然とした態度でされた。彼女は失敗した結婚生活から、夫に頼らず、子供を守り、再

婚の時期が来れば今度は自らが父権を行使できる相手を選ぶことを学んだのである。彼女の

言葉は彼女の人生の変遷とともに、発する相手が変わっただけで彼女の性格には変化はなかっ

た。Helenの再婚は、自分の力が及ばない相手に征服されたことへの反発として、自分に行

使できる権力を与えてくれる柔軟性を持った相手を選ぶことで、相互に愛を分かち合うこと

が可能になると信じていたからの結果である。

(2)Gi lbertの場合

Helenの再婚相手のGilbertMarkhamの人物像を追っていく。

Helenとの恋愛は彼自らの意志によるものであるが、結婚は相手であるHelenの意志によっ

て敷かれた道に従ったものである。WildfellHallに滞在している間はGilbertの力で事は運

ぶが、彼女が伯父の財産を相続したことにより、階級も含め父権を行使できる相手ではなく

なっていた。父権社会の一員になったHelenは、自らGilbertにプロポーズする。

Thisrose isnotsofragrantasasummer flower, but ithas stoodthroug

hardshipsnoneofthemcouldbear: thecoldrainofwinterhas sufficedto

nourishit,anditsfaintsuntowarmit; thebleakwindshavenotblanched

it, orbrOkenitsstem, andthekeenfrosthasblightedit. Look,Gilbert, it

isstill freshandbloomingasaflowercanbe,withthecoldsnowevennow

onitspetals・Willyouhave it？ （384）

彼女のプロポーズをGilbertは理解できない。咄嵯のことで対応できずにいる彼の目前で、

彼女はクリスマスローズ8を投げ捨てる。彼女の言葉にはGilbertと知り合ってからの辛い

日々が坊佛としているのであるが、彼女の苦悩と愛の告白をGilbertは理解できない。朴言内、

慎重、実直が彼の代名詞としてふさわしい。にもかかわらずこのプロポーズで結婚できたの

はHelenという他力によるものである。

しかしGilbertとHelenの結婚は茨の道であった｡GilbertがHelenを知ったのは彼女が一人

息子のArthurとWildfellHaⅡに引っ越してきた時である。当時彼は母を中心に妹のRoseと

弟のFergusの3人家族で、未亡人の母はMarkham家の肝っ玉母さんといった存在感ある人

物であった。Gilbertは父の遺言で$(gentlemanfarmer'' (3)として跡を継いだ。つまり

紳士階級の自作農の長男としての人生は父の指示によるものであった。
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. ..myfather,whothoughtambitionwas the surest roadtoruin,and

changebutanotherwordfordestruction ． ． .Heassuredme itwaSall

rubbish, andexhortedme,withhissteps, andthoseofhis fatherbefore

him,andletmyhighestambitionbe,towalkhonestlythroughtheworld,

lookingneithertotherighthandnor tothe left, and to transmit the

paternalacrestomychildrenin,atleast,asflourishingaconditionashe

leftthemtome. (3)

このような人生決定に対して誰も批判などする時代ではなかったため、世間に出たいという

野心を持っていたGilbertも、大半の人間同様、Markham家の大黒柱である母のもと、家を

守る立場に甘んじていた。

ところがこの村にMrs.Grahamが居を移したことで、父権制の中での少年期と青年期から

母権制の中での成年期の一時期を過ごした彼に、これからの一人前の男としての人生に変化

が見られることになった。村の女たちやMilward牧師、また家族の反対にも関らず、 この謎

めいた未亡人Helenへの思いを募らせていく姿は、母中心の家庭の中での反乱と考えること

もできる。では、 この反乱はGilbertが母権制に対して行なった行動なのかというと、そう

ではない。彼は自分の意志で周囲の反対を押し切ってHelenを将来の伴侶に選んだわけで、

自分より力のある者に屈せず、つまりは父権制という枠組みからの逃避に成功したのである。

Markham夫人の母権社会でありながら父権の象徴であった父亡き後のMarkham家から自

立したのである。記号で表わしてみると、父在りし時の父権制をマイナス（－)、父亡き後

の母の時代は母権制ではあるが母中心の疑似父権制、これもマイナス（－） と表わすとGilbert

が母の反対にも関らずHelenを選んだのは（－） × (-)=(+) となる。 この記号式から

わかるようにGilbertの人生は（力あるもの)=父権制に反するものであることが理解でき

る。父権制に反するものといえばそれは母権制である。彼自身は無意識であったかも知れな

いが母権制の人生を選択したと言える。次に（－）十（－）＝（－）となる時は、最後の（－）

は強大な父権制に落ち込むものと考えられる。そう考えれば、たとえ記号式が（－）を表示

しても、Gilbertにとっては父権制大の世界が存在するだけで、彼の思考の中にはそれに相

反する、あるいは相殺する人生が広がる結果となり、母権制社会への一抹の望みを賭けた人

生の選択であるという推論が成り立つ。

． ． 、whenlmarry, I shall expecttofindmorepleasure inmakingmywife

happyandcomfortable, thaninbeingmadesobyher: Iwouldrathergive

thanreceive． (42)

「与えたい、守りたい」という結婚観をビクトリア朝の女性が持っていたであろうか。父権

制の中で「家庭の天使」としての生き方を強要され、それを当然と受けとめていた時代には

女性が自分の結婚観を持つこと自体希有だったはずである。夫も「与えたい、守りたい」と
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いう思いを持っていなかったであろう。男性は「家を守る」ことが当然であり、配偶者はそ

の手段であり、真実の愛こそが結婚であるという価値観は少なかったと想像する。 「与えて

やっている、守ってやっている」という押しつけ感が常識ではなかったか。Gilbertの「与

えたい、守りたい」という結婚観は、男は女の上に君臨するもの、という大方の若者の夢と

は対極のものである。 これは彼の心の中の父権制が崩壊していた反動に起因している。確か

に彼の周囲には時代を象徴するような、結婚こそ人生の目的であり、終着駅であるために自

分を売り込み、少しでも良い条件の男性と結婚したいという女たちが多くいた。 しかし彼女た

ちとは異なり、Helenのようなベールに覆われた女性に恋をしたということも、自分の周囲の

生き方に対抗する考えが潜在的にあったのである｡HelenがGilbertを選んだ要因は"your

fidelity" (386)だった。彼は選ばれる側であり、 しかもHelenの望む忠実さはMarkham夫

人の影響であった。結局の所、Gilbertには長男でありながらMarkham家の跡取りとしての

覚悟がなかったのか。あるいは父権制社会の落ちこぼれであったのか。父権を備えていた

Helenに選ばれたという事実が、Gilbertには父権が備わっていないことを証明する結果となっ

た。言い換えれば、彼には母権か擬似母権が備わっていたのである。二人の結婚はArthur

に縛られた不連な結婚からの解放を成功させることであり、母を知らずに成長した彼女を慰

める存在がGilbertであった。

（3）その他

主人公の二人以外に「母権制」を意図として登場させられたと考えられる人物がいる。その

代表格はGilbertの母、Markham夫人である。彼女は保守的な人間であるが，家のことにな

るとMarkham家の大黒柱である。影響力の強い人物として上述したが、それは次のような

描写から明白である。家を守るために生きている彼女は、 "I always lookafter thebrewing

myself'' (28)と宣言する。 しかし夫に対しては良い妻であった。

I'msureyourpoor,dearfatherwasasgoodahusbandaseverlived... .

Healwayssaidlwasagoodwife, anddidmyduty． . .alwaysdidjustice

tomygooddinners,andhardlyeverspoiledmycookerybydelay....(42)

ところが夫の死後、家を守るために父権を持つ存在に変化した。変化していった、というよ

り変化させられた、あるいは変化せずにはいられなかった、という方が正解かも知れない。

彼女が家族を見守る姿はもちろん母である。ビクトリア朝の象徴である「家庭の天使」の延

長線上にある、完成された母である。Gilbertが"honouredlady" (4) と崇めた母は、家

長でもある。家督はGilbertが相続したが、母としては24歳の息子にまだ任せられないので

ある。次代の家長であることは重々承知していても、農業だけでなく醸造をはじめ、Gilbert

を夫と比較すると、まだ一人前の男として認めることができない。父権制社会の中で夫に従

うという形の家庭経営をすることに生き甲斐を見いだしてきた自分にとって、母権と父権の

両方を使い分けることは難しく、息子が父権制社会の中で一人前の男として生きていく為に

自らの姿勢を父権的なものに変える必要があった。家督相続はGilbertだけのものであり、
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彼の自由になるわけだが、彼にはまだ家を守り、維持していくだけの権威が備わっていない

と母には思えるのである｡Gilbert自身"sincemymothersostronglyobjectstoit" (37)

というように、母の判断に異を唱えることなどできない状況にある。

しかし人間は立場と状況によって変化する生き物である。Markham夫人の場合、母であ

りながら、父になってしまった。世の親同様、父権制社会での結婚をさせようとする強権を

行使しようとする結果、訳ありげなHelenとの交際すら許すことはできない。何事でも強権

を発動すればその逆の結果を生むことはよくある。 こう考えると、Markham夫人は最終的

に父権制下の人物となり、彼女との生活がGilbertに母権制に対する憧れや郷愁を無意識の

うちに与えることなった。

I'akemywordfot it, youwill. (p.31)

自分の言うことを聞いてほしいと願う世の中の親全てに当てはまる。 この言葉にはもちろん

母としての思いもある。 しかし同時に、家を亡き夫から託されたという責任感から湧き出て

きたのである。

もう一人Maxwell夫人を見ておく。彼女には実子がいない。夫とStaningleyのGrassdale

屋敷に住む上流階級の女性である。彼女とHelenの関係は作品の中で明白に語られていない。

確かに「おば」であるが、伯母なのか叔母なのかは不明である。今後は「伯母」として表わ

すことにする。一方、Maxwell氏の親類に関する描写はまったくないので、Helenはただ一

人の姪ということになる｡Helenの成長を見守ってきたのがMaxwell夫人であるという事実

だけが描写されている。彼女はHelenの成長だけを生き甲斐に、母の役割を担ってきた。Helen

には階級に合致した「りっぱな」男性と結婚させることを願い、結婚に対する警告と自分に

誇りを持つよう促す。

Iwanttowarnyou,Helen…. tobewatchfulandcircumspectfrom

theverycommencementofyourcareer, andnot tosufferyourheart

tobestolenfromyoubythefirstfoolishorunprincepledpersonthat

covetstheDossessionofit....neithervourunclenorlareinanv
ユ

hurrytogetyouoffourhands...fOryoucanboastagoodfamily,a

prettyconsiderablefortuneandexpectations ． ． 、 youhaveafairshare

ofbeautv...(103)

Principle isthefirstthing, afterall; andnexttothat, goodsense

respectability, andmoderatewealth ． . . (104)

伯母が選んだ人物はMr.Boarhamである。彼女は彼こそ姪を託すに価値ある人物として疑わ

ない。ところがHelenは40歳の彼を拒否する。Boarham氏は"allafather's care'' (111)

と自分の存在を主張する。彼女は孤児同様であり父の愛に飢えていたはずだが、 @!father"と
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宣言したBoarham氏を拒絶する。伯母が父権制社会の中から結婚相手として推挙する人物

を彼女は拒否したのである。伯母の姪を幸せにしようとする生き甲斐はここで崩壊する。彼女

は伯母の常識的父権制的結婚観による夫選択の価値基準に服従することなく、自分流の結婚

観を貫くことが伯母への反発だとは考えていない。彼女は愛あるMaxwell家で自由に成長し

たが、実の子でないという部分が双方の中に無意識のうちに存在していたかもしれない。であ

るからHelenが自分の意志を行動に移すことになったのである。一方、Maxwell氏は姪が恋

した知人の息子のArthurHuntingdonを家柄が良いというだけの理由から通人だと判断す

る。夫婦一致はできずにいた。伯母が夫の意見に従わないということは、 「反」父権制の立

場を取ることにつながる。彼女は夫と対等な夫婦関係を築いてきていたのではないだろうか。

夫に従属する存在ではなかった。そのことが自分の意見を持つHelenの基盤になったのであ

る。つまり伯母は父権制社会の中で、自分の意志や意見を持つ、そして伯父もそんな妻を愛

してきた事実があり、それを学習してきたHelenにとってはそれこそが次代を生きる女性と

しての出発点であったといえる。伯母が全ての点で父権制に相対する態度を取ったかどうか

は登場の頻度が少ないので明言はできないが、結婚に関してだけは確かに父権制に相対する

立場を取っていることは確実である。

上述してきたことだけで伯母の父権制に対する立場を決定することはできないが、 "1t's

oldMaxwell's." (376) と近隣の男どもの語りから伯母の地位は明白になる。 これは彼ら

の勘違いであり、実際は {!she'dbroughtmostof theproperty'' (376)でMaxwell夫人

が結婚時に持参したものだった。女性がそれほどの土地財産を持っていたことも不思議であ

るが、彼女の財産を減らすことなく、妻方の姪に相続させるMaxwell氏に驚かされる。Maxwell

夫人という人物はいったいどんな女性だったのか。なぜMaxwell氏と結婚し、どんな夫婦生

活を送ったのか。夫に自分の資産を守らせ、死後自分の手元に戻るようにさせたかをAnne

は描出していない。だが彼女の存在はHelenに父権に対抗できる男女平等という新しい思想

を定着させたことに疑う余地はない｡Maxwell氏には"nonebutanephewhe'dquarrelled

with" (376)という相続者が存在していたが、現実には妻方の姪、HelenHuntingdonに相続さ

せたことは、彼女が自分の血縁に相続させたがっていたことを改めて知らしてくれる。彼女

は父権制社会の中で、良い妻であったはずである。幸せな人生を夫と過ごしてきたはずであ

る。 しかし夫が残した財産を自分の手元に戻し、さらにはそれを自分の血縁である姪に相続

させるということは、彼女の中に「反」父権制という考えが潜在的にあったとはいえないだ

ろうか。

ところでここで一つ疑問点が浮かぶ。それは、Helenの兄FredericLawrenceの存在であ

る。彼とMaxwell夫人はどんな関係にあったか。彼女の唯一の肉親としてHelenがあげられ

るが、ではFredericは何なのか。二人は確かにきょうだいであるが、異母きょうだいなのか。

そうであればMaxwell夫人がFredericにではなくHelenに実家からの財産を継がせようと考

えるのも納得できる。彼女の行動によって、HelenとFredericの関係が作品の中で初めて明

らかにされた。話を戻すと、Maxwell夫人は自分の財産を姪に渡し、姪とその子とStaningley

Hallで暮らす。 しかもHelenはHuntingdon家から息子のArthurが相続した財産"afortune

ofherown,besides,andonlyonechild-andshe'snursingafineestate forhim."
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(376）を維持管理することで父権を持つ立場になっていた。

ここで取り上げた二人の女性、Markham夫人とMaxwell夫人は父権制社会の中でどのよ

うな経過で結婚したのか。当然ながら二人の人生は、Helenの人生の一世代前に属すもので

あり、生き方の選択肢はなく、父権制を「敢えて」選択したのではない。父権制に従うのが

常識であった。その中でこの二人の女性は妻であり、母（伯母）である時、 「反」父権制、

つまり母権制を想像させる生き方を無意識のうちに取ったと判断できる。 「家庭の天使」が

妻という女性に成長した結果、 「家庭の天使」は強い母権を有した。当時の社会を考えれば、

彼女たちのような生き方が実際にできた女性の存在は多くはなかったはずである。 これも

Anneの女性の生き方に対する信念の表現であった。その生きる姿勢は父権制から脱却しよ

うとしたものであり、父権制と相対する母権制に生きようという意識が働いていた。

3 Anneと父権制

me庇"α砿の作者、AnneBrontは母を知らない。母になるチャンスもないまま人生を

終えた。もちろん結婚はしていない。周知のことであるが、Anneは1820年1月生まれで1849年

5月に死亡した。母は1821年9月に病死しているので、彼女は1歳になる前に母を亡くした

ことになる。彼女ら6人の兄弟を、母の姉が母代わりとして世話とした。小説家として名を

成した3人の中でもAnneが一番伯母の愛を感じていたようである。父のPatricは大変厳格

な態度で子供たちに接したので、ブロンテ家は典型的な父権制の家族だった｡ T7ZET℃"α刀t

に及ぼしたPatricの影響を次のように捉えた批評家もいる。

Thestronger

experlence ln

hadbeenher

characters inWildfellHallareallwoemn, reflectingAnne's

alifewheretheonlymantocombinepowerwithrationality

father.9

しかも唯一の男子Branwellに対する家族の期待は大きなものであった。男性主導の男性優

先の家庭であった。ところがこの期待の星、Branwellが画家となることに挫折する頃から、

ブロンテ家は男性社会から女性社会へと変化していった。 しかし女性社会といっても、女性

に父権が移ったということであり、女性が女性主導の生き方をするということではない。つま

りブロンテ家の場合、Branwellが跡取りとしての地位を喪失すると、その代役が必要になっ

てくるが、それがその頃の長子Charlotteであった。彼女はブロンテ家を担うため精神的に

も肉体的にもかなりの負担を抱えていた。Charlotteはブロンテ家という父権を継承した。

妹であるAnneは特に肉体的に弱点があり、父も姉もAnneには目を掛けていた。姉が受け継

いだ父権によって彼女は保護されていた。 この保護がAnneにとってどんなものであったか。

自分は保護され無事に毎日を過ごしている。一方、夢破れ挫折し、家族の期待を裏切り、恋

愛にも破れ、酒に溺れ、死に至った兄Branwellを家族の中で一番身近にいながら救うこと

ができなかった自分に挫折感を覚えてもおかしくはない。墜落した兄の存在がAnneに父権

制の矛盾を感じさせた。Branwellは父権制社会の犠牲者である。彼は過度の期待に負けた
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が、父権制社会では男子に期待し、男子を守り、男子を立て、男子に従うのが当然であった。

それが眼前で崩れ落ちた事実は、Anneの中に父権制に反する生き方を模索する考えが浮か

んでもなんら不思議ではない。彼女の父権制は崩壊の中で新たな生き方を模索させることと

なり、女性主導の母権制へと傾いていった。

またAnneが家庭教師として赴いた最初の雇用主のJoshualnghamは家父長的な伝統を特

に重んじるピューリタンで地主、判事、実業家であり、女性は男性に従うべきだという思想

の持ち主であったo10この経験もAnneに父権制の女性に対する厳しさを再認識したのである。

Shealsotookamuchstrongerstanceonthenecessityofportrayingher

scenesofdebaucheryrealistically, fightinghercornerwithanenergyand

intelligenceforwhichCharlottewas incapableofgivinghercredit・ '1

Patricの人となりが大きな影響を与えたことを物語っている‘

4 AnneとCharlotte

姉のCharlotteは、女流作家としてはAnneとは比較にならないほどの知名度を得ていた。

最初はJα"gEwe、WMMe7mgHeig/Zts、Ag"esGF･ey全てが一人の作家によるものと考え

られていたが、その一人とはCharlotteであった。そんなCharlotteがWze亜"α"tの中に登

場するArthurHuntingdonが人格を壊したBranwellだと想像した時、Anneを非難こそして

いないが、冒頭で引用したように、Anneに対して厳しい作家論を繰り広げることとなった。

これはブロンテ家の恥辱としてBranwellを捉えたCharlOtteの立場がそうさせたのである。

Charlotteは1850年にSmithandElder社から再版の話を受けた時、 TVze亜"α"tだけを除外

している。自分もEmilyも触れていないブロンテ家の恥部であるBranwellがArthurのモデ

ルだと考えたのである。彼女はAnneの行為に不快感を持ったのである。CharlotteとAnne

のヒロイン、JaneEyreとHelenHuntingdonは人間として男女は平等であるという近代的

感覚を持ち、自己の才能を伸ばし、それを糧として自立を完遂するという精神を共通点とし

て持っている。

しかしビクトリア朝という父権制社会での結婚に関しては異なる点がある｡Charlotteの

作品を紐解いていくとその点が浮かび上がってくる。それはCharlOtteの作品における父権

制である。彼女の作品は全て自立を求めながらも描かれる結末は幸せな結婚である。 ヒロイ

ンたちは自立を求めて苦難の人生を歩んできたにも関わらず、結婚相手と思しき男性に出会

うとそれまでの人生を放棄するかのように「家庭の天使」に納まるのである。ところがAnne

の人生とTVze亜"α"tの人物像から明白となったことは、AnneもHelenも父権制から脱却し、

｢反」父権制つまり母権制に比重を置いた人生を選択したことである。同時に、Helenの生

き方は「反」父権制から自らが父権を持つ存在へと変化していった。

この事実がCharlotteにAnneの思想と、その結晶であるTVZe亜凡α"tを軽視させたといえ

る。姉妹でありながら時の人であったCharlOtteと異なり、寡黙で病弱なAnneはより繊細な
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神経の持ち主であった。 これらAnneの特徴を形成したブロンテ家という大変小さな社会と、

2度の家庭教師としての社会経験から、イギリス家父長制である父権制に対抗する生き方を

理想としたことによりTｿZe姥"α"tは生まれたのである。

Iamsatisfiedthat ifabookisagoodone, it issowhateverthesexof

theauthormaVbe・ '2

Anneのこの宣言は作家としても自立できる自信が現れている。作品の中で描写したArthul

とHelenの結婚はBranwellをモデルとした事実を昇華させたものである。Anneは自立宣言と

若者に対して警告を発している。

Oreader! iftherewere lessofthisdelicateconcealmentoffacts-this

whispering ｡Peace,peace, ' whenthere isnopeace, therewouldbe lessof

sinandmiserytotheyoungofbothsexeswhoare left towringtheir

bitterknOwledgefromexperience.13

これが"Reader,Imarriedhim."'4と報告したCharlotteとの最大の違いである。

JaneとRochester、HelenとGilbertでは、RochesterとHelenが上流階級に、Janeは孤児の

家庭教師、Gilbertは農民という具合にそれぞれのヒロインとヒーローは相対した身分に属

している。この構図がCharlotteの父権制とAnneの父権制の最大の壁となっていたのである。

5 さいごに

J［z"eEy"の出版は1847年で、me亜凡α"tの出版は1848年であり一年という空白がある。

時間的経過から推測すると、一流の女流作家である姉に対抗する意図があったかどうかは別

としても、AnneはJα"eEWeの結末を知った上で父権制に対する自分の思想を貫く手段と

して、HelenとGilbertをJaneとRochesterの対極に人物設定し、Arthurに墜落したBranwell

の存在をリアリスティックに描くことで彼をこの作品に凝縮投影したのである。結果、父権

制に対する意識の差と，弟を一般社会に暴露したことで、CharlotteはT7zeTt"α刀tを認める

ことができなかった。そしてAnneはWieZb"α"tで父権制社会の弊害を描出することによっ

て女性の権利と母権への移行と威光を再認識させることとなった。
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